
OSSプロジェクトにおける

更新が必要なドキュメントの自動検出

オープンソースソフトウェア工学研究室

学籍番号 60230010

氏名 井町 瑠貴

1



背景｜ドキュメント

｜ドキュメント

- プログラマ向けに書かれた説明書・チュートリアル
• 機能，仕様，履歴，使い方，注意事項など

｜リポジトリに変更がある際，ドキュメントの
更新が必要な場合がある
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背景｜ドキュメントの更新

｜ドキュメントの更新が行われないことの問題点

- 変更がドキュメントに反映されず，作業ができない，
または自分で調べる必要があり効率が悪くなる

｜更新はリポジトリの変更と同時に行われることが
望ましいと考える

3

コミットの際に更新が必要なドキュメントを
検出し，更新を提案することが有効



研究目的と事前調査

｜研究目的

- コミットの際に更新が必要なドキュメントを検出する

｜事前調査

- 1プロジェクトでのコミット履歴の調査

• 動機：ドキュメントがどのように更新されるのかを
明らかにしたい，自分の研究対象を明確にしたい

• 方法：microsoft/vscodeのコミットデータからコミットを
抽出し目視を行う
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事前調査

｜以下の条件でコミットを抽出

- コミットメッセージに”#issue or #pullreq”が含まれる

- 変更ファイルに”.md”が含まれている

- 抽出の結果，119件のコミットデータが得られた

｜目視の結果，以下の2つの観点からコミットを

分類できると考えた

- 変更ファイルの種類：code+doc，doc

- 変更の原因：プロジェクト内部，プロジェクト外部
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事前調査

｜それぞれのパターンの内訳

｜本研究で検出したいのは①であり，④が望ましい

状態だと考える

- ①④の対比からそれぞれの特徴を調べるべきで
ある
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変更＼原因 内部 外部 その他

Doc ① (26) ② (4) ③ (48)

Code+Doc ④ (36) ⑤ (0) ⑥ (0)

その他 ⑦ (0) ⑧ (0) ⑨ (4)



今後の予定

｜コードとドキュメント

- ①④の対比から特徴を調査

｜研究対象の明確化

- 対象ファイルを決めたい
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